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の を文 中に仕込 む こ とはで きな か っ た の

だ ろ うか
。

こ の 違和感 は再読後 さ らに 膨

らみ ， 著者の 「若者 を肯定す る」ス タ ン

ス と の 齟齬 が 気 に な っ て しま うの で あ

る 。 もっ と も こ うした物 言い も， 寝 言人

の 「傷 つ い た プラ イ ドの補償作 用」の 現

われ と
， 著者 に は 見抜か れ る か も しれ な

い の だが 。
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■　書　評　■

佐藤
一

子 ［著］

「現代社会教育学 生涯学習社会 へ の 道程 」

文教 大学 野 島　正 也

　評者は ， 大学院で 教育社会学 を専攻 し ，

そ こ で 研究者 と しての 基礎 的 な訓練 を受

けた 。 調査研 究 の フ ィ
ール ドはず っ と社

会教育 の 分野 だ っ た の で ， 佐 藤
一

子氏 の

研 究の 足跡 に 目配 りは欠か さ なか っ た つ

も りで ある 。

　評者は ， 社 会教育分野 の論文に はで き

るだ け広 く目を通す よ うに して い るが
，

こ の ご ろ の論 文 （と称 す る もの ） に は 不

満が 多 い
。 生 涯学習の 制度の 解説 ， 社会

教育 の 実践事例 の 紹介 ， 調査 結果の 微細

に こ だわ りす ぎた分析な ど 。 それ 自身 は

悪 くはな い の だ が ， 論者の 問題意 識や 研

究 の ス タ ン ス
， あるい は 「社会教 育」の

と ら え方が見 えて こ な い の で ある 。

　本著 は
，

こ の よ うない ま ど きの 傾 向の

どれに も当て は まらな い
。 制度の 解説 ，

事 例紹介 ， 調査 結果の 引用 は最小限 に と

どめ ， それ ら を 「注」 に ゆだ ね て い る 。

こ の 本の 中で行 っ て い る作業は ， 「社会教

育 」 と い う制度が もつ 特質 を戦後 に蓄積

された理論研 究 と自身が これ まで 実施 し

て き た フ ィ
ール ド研究 を も と に 明瞭 に 描

き出す こ とで あ り， 今後 の 発展 の 方向を

見定め る こ とで あ る 。

　評者 が この 本 に感 じる魅力 は ， やや 具

体的 に い えば ， 宮原誠
一

氏及 び碓井正 久

氏在任 時代 か ら東大社会教育研究室 を中

心 に 進 め られ た理論研究 ・調査研究 が
，

著者の 論述 の 強力なバ ッ クボ ー ン に な っ

て い る こ とで ある 。 読み 進め るなか で 感

じた の は ， 著者が そ の 中で 育 ち ， また 育

て て きた研 究集団の 存在の 重 さで あ る 。

　以 下 ， 本著 で評 者が 注 目した 3 点 につ

い て ， 順 次述 べ た い 。 第 1 は， 著者 が ，

研究 と実践を つ な ぐ方法 と して 採用 して

きた 「ア ク シ ョ ン ・リサ ーチ」 に つ い て

で あ る 。

　社 会教育 に は ， 取 り組 むべ き さ ま ざ ま

な実践的課題 が ある 。 著者は発 展途 上 国

の 成人教育に 目を向け ， そ こで 要請さ れ

る主 要 な方法論 と して 「ア ク シ ョ ン ・リ

サ ー チ」 を取 り上 げて い る 。 そ れ は ま た

著者 の師 で あ る宮原誠
一

氏が っ とに 追及

して きた方法論 で もあ る 。 著者自身 ，
こ

の 調査法 を こ れ まで の 数々 の フ d 一ル ド

調査 を通 して 練 り上 げて きた 。

　著者 は ， 「ア ク シ ョ ン ・リサ ーチ 」の 特
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質 を次 の よ うに 要約 して い る 。 従来の社

会科学に お け る調査手法が研究者主導で

行 わ れ て きた が
， 「ア ク シ ョ ン ・リサ ーチ

で は ， む し ろ現場 と研究 の協 同 ・ 協働 関

係 づ くりをつ うじて 解決 すべ き課題 を共

有 す る こ とに 力点が お か れ て い る」 （186

頁）。 研究者 自身が社会教育の 生々 しい 現

実 と向き合い つ つ
， 問題 を確認 し

， 課 題

解決の 道筋 を探 る とい う参加型研究の 発

展 は， 著者 をは じめ とす る研究集 団の 努

力 に よ る と こ ろ が大 きい と改 め て 認識 さ

せ られ た 。

　注 目の 第 2 は ， 著者が 考 え る社会教育

の 展望 に つ い て で あ る。 著者の 社会教育

観 を読み 解 くキ ーワ ー ドと して 評者 は 次

の 2 つ に 注 目 した 。 1 つ は 「ノ ン フ ォ
ー

マ ル な 学習」で ある 。 著者 は ， 端 的に 社

会教育 の 現代的意義を こ の 用語で 説明 し

て い る 。 次の よ うに い う 。 「学校の 側が テ

ク ノ ロ ジ ー
の 発展 と と もに ， 知識 ・技術

の 体系的 な教育課程 をた えず見直 す よ う

にせ ま られ て い る とすれ ば ， 社会 の 側 で

は
， テ ク ノ ロ ジ ー

の 発展 に よ っ て 分断化

さ れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ギ ャ ッ プ を

埋 め ， 人 間の 絆 を再生 す るた め に ， デ モ

ク ラ シ ー
に よ っ て生活 （ラ イ フ ）の活力

を常 に維持 して い くこ とが 課題 とな る」

（28頁）。 ノ ン ・フ ォ
ー

マ ル な学 習 は地域

の 生 活 や 文 化 の 参加 過 程 そ れ 自体 で あ

り，
フ ォ

ー
マ ル な教育の 基盤 と な る と い

う。

　 もう 1 つ 注 目した の は 「コ ミ ュ ニ テ ィ

教育 」 で ある 。 公民館等 の 施設 が 有機 的

な ネ ッ トワ
ー

ク を形 成 し ， 知識 の 社会 的

意味を 問い つ つ
， 学習 を通 じて 主体的能

力の 形成 を促す とい うもの で ある 。 著者

書 　評

は ， 次の よ うに 指摘 し， 今 後の 新 た な発

展 に期 待 を滲 ませ て い る 。 「コ ミ ュ ニ テ ィ

教育 は レ ク リェ
ーシ ョ ン 活動や 社会参加

な どをつ うじて 支配的 な価値伝 達 をはか

る調和的 な 『合意モ デル 』 と と もに ， よ

り抑圧 さ れ た人 々 に重 きをお い て変革的

な社会 行動 に つ なげよ うとす る 『葛 藤モ

デ ル 』 も生 まれ て い る （147頁）」。 今 日，

NPO 法人 や 任意 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体 の

中 に は ， 行政 との 協働 関係 を築 き ， 社会

教育の 実践 に 『葛藤モ デル 』を も包み込

ん だ新 しい 公 共 の価値 を根 づ か せ よ う と

す る 動 き が見 られ る
。 今後 の 社会教育の

発展 を考 え るの に
， 本著で の 理論的整理

は 確か な道 し る べ とな る 。

　 注 目の 第 3 は 旧法 の 社会 教育観 と比 較

し た改正 教 育基 本法 の 社会教育観に つ い

て で あ る （本著執筆当時 ， 法案 は国会 で

継続審議段 階だ っ た）。 法律 は
， 立法 当時

の 社会状況 を反映 す る もの だ が ， と くに

次 の 1 点 に つ い て 言及 して お きた い 。 著

者が 指摘す る よ う に ， 旧法で 規定が あ っ

た 「勤労の 場所」で の 教育 の 奨励 が 改正

法で は削除さ れ た
。 旧法制定当時 は義務

教育修 了後 た だち に職場 に 入 っ た 青年が

多 か っ た こ とか ら， 基礎教育の 継 続や 職

業知識技術 の 修 得へ の 社会的要請 は高か

っ た に ち が い な い
。 現在 ， その 状況 は

一

変 して い るが
， 依然 ， 職業訓練 ， 労働法

制や 職場 環 境 に 関す る 学習 は 必 要 で あ

る 。 生涯 学習社会 を標榜す る 基本法で ，

職業生 活 へ の 視 点が明示 され なか っ た と

い う著者の 指摘 は重 要 で あ る 。

　本書 は ， 社会教育 の 先達が 残 した 研究

遺産や 同時代の 研究者の 業績をて い ね い

に 読 み込 み ， 生 涯学習社会に お ける 社会
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教育 の あ り方 を グ ロ ーバ ル か つ ロ ーカ ル

（グ ロ
ー

カ ル ）な視野 に た っ て 提示 した も

の で ， 労作で あ る と思 う。

◆ A5 判　212頁　本体2，500円

　東洋館出版 社　2006年 9 月刊

■　書　評　■

堀 有 喜衣 ［編］

「フ リー タ ー に 滞留する若者た ち 」

大阪府立 大学 西田　芳正

　 労働政策研 究 ・研 修機構 の 小杉礼子研

究員 を中心 とす る研 究者達 は ，
フ リータ

ー
問題 に 関す る調査 研究 を文字通 り主導

して きた グル ー プで あ り， 相次い で 公刊

さ れた 著作 の 数々 は ， 社会的 な議論 や施

策 に 大 き な影響 を与 え て き た 。 本書 は
，

そ の 最新 の 研究成果 で あ る 。

　本書は ， 2001年 と06年に 行 われた 「若

者 の ワ ーク ス タ イ ル 調査 」（東京都在 住の

18〜29歳の 若 者2000人 を対 象）の 分析 を

通 して ， 就業面 の移行 プ ロ セ ス の 変化 と

現状 を明 らか に す る こ と
， 家族形成や ソ

ー シ ャ ル ・ネ ッ トワ ー ク に も視野 を広げ

移行 プ ロ セ ス を包括 的 に捉 え る こ と を目

指 して い る 。

　構成 は以 下の 通 り。 移行の 変容 を既存

統計 データか ら確認 し ， 先行 研究 を レ ビ

ュ
ーする こ とで 包括 的な視 点 の 重要性を

導 く序章 に 続 き ， 学校 か ら職 業 へ の移行

と就業形態 ご との 現状 を分析 す る 1章 ，

フ リータ ー
へ の 経路 と離脱 を扱う 2 章 ，

ネ ッ トワ ーク分析 を主題 とす る 3章で 構

成 され
， 知見を整理 し政策提言を行 う終

章 で 閉 じ られ て い る 。

　 2 時点 の デー タ を比較 す る こ とで 浮か

び上が るの は
，

フ ．V　一タ ー経験 の
一

般化 ，

つ ま り多 くの若者が フ リー ター状態 を経

験 し， そ こ に 留 まる者 が増加 す る事態で

あ り， フ リー タ ー
に な る ／な らな い を本

人 の 学歴 が規 定 す る度合 い が 高 ま っ て い

る こ と も明 らか に され る。高等教育へ の

進学 は親の 経済力に 左右 され るた め ， 親

の 階層 が安定 した 移行 を辿 る者 と不安定

な移行状 態 に 至 る 者 の 分 断 を規定す る傾

向が強 ま っ て い る の で あ る 。

　移行 の 困難 は深 ま っ て い るの だが ， 若

者の 意識の 面で は意外な事態が 進行 して

い る 。 不 安定な 状態 に あ る こ とに対 す る

危機感 が薄 ら ぎ， 何歳 まで に は落 ち着 く

とい う年齢規 範が 衰退 ， 問題が先 送 りさ

れ る傾向が見 られ る と し ， フ リーター
の

増加が そ の 背景 と して指摘 され る 。 経済

的メ カ ニ ズ ム と は違 う社会的メ カ ニ ズ ム

が フ リータ ー滞留を もた ら して い るの で

あ る 。

　生態学 的 と もい え る議論 を興味深 く読

ん だが ，
い くつ か の 疑 問 もあ る 。 正 社員

へ の 離脱行動 を とる 率の 低下 ， 「年齢的 に

落ち着い た ほ うが い い と思 っ た か ら」 を

理 由 とす る率 の 減 少 が そ の 根拠 とさ れ
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